
１．マナー違反の具体的な例 
 
 1. 放送禁止用語等の暴言をはく。  
   対局時の発言は全て棋譜に記録されています。 
   警察から要請があった場合、これらの記録内容を提出いたします。 
 2. 終局をきちんとしない。  
 3. その他 
 

２．終局をきちんとしない具体的な例 
 
 1．境界線が決まっていない状態で、「終局要請」を行う。 
 2．「仮終局」になり、打つところが無いのに、「対局再開」を行う。 
 3．打つところが無いのに、相手からの「終局要請」に同意しない。 
 4．「終局要請」に応じないで、意味の無い手を打ち続ける。 
 5．「終局要請」に応じないで、アタリ等嫌がらせを打つ。 
 6．故意に、自分の死んでる石を「生き石」に変更する。 
 7．故意に、相手の生きてる石に「×」を付けて死に石に変更する。 
 

３．終局時の注意点 
 
 1．地の境界線をきちんと打って下さい。 
 2．手入れを要しないダメは、原則として省略してください。。 
 3．「欠け目」は、手入れが必要です。 
 4．「セキ」の中の石は、打ち上げてください。 
   （セキの中の石を打ち上げないと損をします。） 
 5．終局時に意味の無い着手をしたり、手の無いところを打つことは止めて下さい。 
 6．気持ちよく「終局」するように心がけましょう。 
 

４．マナーポイントについて 
 
 1．マナーポイントは100点で満点です。95点以上がランクＡです。 
 2．マナー違反をすると、減点されます。  
 3．減ったマナーポイントは違反回数に応じて一日にいくらか自動的に回復します。 
   毎日14時に更新されます。  
 4．違反回数が多いと１日に回復する点数は小さくなります。 
 5．マナーポイントが95点未満になると、ランクＢになります。  
 6．マナーポイントが70点未満になると、ランクＣになり、対局停止になります。  
 7．マナーポイントは会員情報欄に表示されます。 
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